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はじめに

三重県熊野灘は，西南日本南岸の南海トラフに
面する沿岸海域のうち，最も大陸棚の幅が狭く，
急峻な大陸斜面を持つ海域である。水深約 150 m

の大陸棚外縁より深い大陸斜面には，志摩海脚や
志摩海丘など大小の海底地形が発達している 1）。
熊野灘の 100 m以深の底生動物相に関しては，

1970年代から 80年代にかけて貝類，棘皮動物，
カニ類，ヤドカリ類の各動物群について，底曳網
や底刺網漁業の混獲物調査から種リストが作成さ
れた 2–5）。一方で，採集地点が明確な研究調査船
等による報告例は少なく，わずかに有孔虫類と棘
皮動物のウミユリ類の報告があるのみである 6, 7）。

2017年から，熊野灘および紀伊半島西側の田
辺湾沖の深海底生動物相の解明を目的とした三重
大学練習船勢水丸の研究航海が実施されている
（航海代表者：木村妙子）。この研究航海は，2009

年から 2016年までの海洋生態学実習の熊野灘海
域における底生動物調査で得られた分類学的な成
果をもとにしているが 8–13），さらに幅広い動物門
の系統分類学や生態学の研究者が参加し，自由生
活性のマクロベントスだけでなく，メイオベント
スや寄生性種を対象とすることを特色としている。

2017年に実施した No.1722航海では熊野灘の
水 深 113 mか ら 1059 mの 16地 点，2018年 の
No.1803航海では熊野灘および紀伊半島西側の田

辺湾沖の水深 80 mから 821 mの 11地点，2019

年の No. 1903航海では熊野灘および紀伊半島西
側の田辺湾沖の水深 112 mから 775 mの 3地点に
おいて，ドレッジおよびビームトロール調査を行
い，それぞれの航海について底生動物相を報告し
た 14–16）。これらの調査を通じて 16動物門が確認
され，最も多様性が高い地点では 1か所に 100種
以上の動物が確認された。イソギンチャク類，コ
ウラムシ類，多毛類，クマムシ類，多岐腸類，端
脚類，ヒモムシ類，タナイス類では未記載種が発
見され，新種として記載された 17–30）。その他にも，
採集例の非常に少ない珍無腸動物門をはじめ，多
くの動物群で未記載種，日本初記録種および海域
初記録種が確認されている 31, 32）。また，採集試料
が形態学的再記載および遺伝的知見，系統進化研
究に利用された例もある 33–35）。さらに，ヤドカリ
類と共生するイソギンチャク類の分泌する貝殻様
構造の成分分析，タナイス類のヤムシ類による被
食，ホシムシ類の貝殻利用など，分類学的知見以
外の成果も挙げている 36–38）。

2023年に実施した航海調査には，三重大学，山
口大学，立正大学，琉球大学，名古屋大学，北海
道大学，東京大学および国立科学博物館，海洋研
究開発機構に所属する幅広い動物門の系統分類学
や生態学の研究者 13名が参加した。本稿では，現
時点で明らかになっている底生動物相を明らかにす
るとともに，各動物群に関するトピックをまとめた。

Abstract

Preliminary results of the deep-sea faunal survey conducted from the TR/V Seisui-maru of Mie 

University in 2023 are presented. A total of 13 taxonomists and ecologists working on a wide variety of 

animal taxa participated in this survey. Surveyed areas included the Kumano Sea (off Mie Prefecture), at 

depths of 101–802 m. Sampling gears employed were a beam trawl and biological dredges. The collection 

is represented by megabenthos, macrobenthos and meiobenthos from 12 animal phyla, including 

arthropods, molluscans, annelids, echinoderms, cnidarians, nemerteans and platyhelminths. The number 

of phyla occurring in each station varied from three to ten. The station with the highest diversity at the 

phylum level was St. 16D (99–105 m depth, sand-gravel bottom). Meiofauna includes kinorhynchs, 

priapulids, loriciferans, nematodes and tardigrades. In addition to free-living species, gastropods and 

annelids symbiotic on octocorals, and isopods and amphipods parasitic or symbiotic on decapods were 

also collected. Preliminary identifications are given for Octocorallia, Zoantharia, Polycladida, Nemertea, 

polychaetes, Pantopoda, Isopoda, Amphipoda, Tanaidacea, Cumacea, Stomatopoda, Decapoda, 

Mollusca, Asteroidea, Crinoidea, Echinoidea, Ophiuroidea, Holothuroidea and meiobenthos.

Key Words:  benthos, deep-sea, fauna, parasite, Sea of Kumano
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試料と方法

2023年 6月 26日から 30日までの 5日間に実
施した No. 2312研究航海において，熊野灘の水
深 101 mか ら 802 mの 16地 点（St. 1Dか ら St. 

16D）で底生動物調査を行った（表 1，図 1）。こ
れらのうち，St. 1D，2D，3D，11D，13D，14D，
15D，16Dの 8地点においては，幅 1.0 m，網長 3 

m，目合 5 mmのドレッジ，St. 4D，5D，6D，9D

の 4地点においては，幅 1.4 m，網長 5 m，目合
5 mmのドレッジ，St. 7B，8B，10B，12Bの 4地
点においては，幅 2 m，網長 7 m，目合 5 mmの
ビームトロールを使用し，曳網距離 0 mから
1111 mの範囲で曳網した。なお，ビームトロー
ルの網の内側には，マクロベントス（特に小型の
もの）の採集を目的として目合 0.45 mmのプラ
ンクトンネット（内ネット）を 2個取り付けた。
採集された試料を目合 0.5 mm，1 mm，5 mm，
10 mmのふるいでふるった後，ふるい上に残っ
た試料から目視，あるいは実体顕微鏡を用いて底
生動物を抽出し，同定した。またドレッジとビー
ムトロール（内ネット含む）で得られた堆積物の
一部を目合 0.030 mmと 0.063 mmのネットを用
いて洗い出し，メイオベントスの抽出を行った。 

結果および考察

本航海の調査を通じて，12動物門が確認され
た（表 2）。16地点のうち，半数以上の地点で節
足動物，棘皮動物，環形動物，軟体動物，刺胞動
物，紐形動物のマクロベントスが採集された。各
地点からは 3から 10動物門が確認され，水深 99 

mから 105 mの礫砂底の St. 16Dでは，現時点で
最多の 134種が確認された。また，八放サンゴ類
に共生する貝類や多毛類，ヤドカリ類の体表や宿
貝に共生する端脚類，カニ類に寄生する等脚類が
確認された。一方，メイオベントス調査を行った
10地点においては，扁形動物，動吻動物，鰓曳
動物，胴甲動物，線形動物，節足動物，緩歩動物
のメイオベントスが確認され，半数以上の地点で
線形動物と動吻動物および胴甲動物が確認され
た。各地点の各動物群について現時点での同定結
果を表に示した（表 3 –表 20）。また代表的な動
物群の種の画像を示した（図 2 –図 20）。

下記に詳述されるように，本研究では刺胞動物，
紐形動物，胴甲動物，節足動物，軟体動物，棘皮
動物の未記載種や海域初記録種が確認された。今
後，本航海で得られた試料の検討と種同定を進め
ることにより，確認種数はさらに増加し，本海域
のより詳細な底生動物相が明らかになると考えら
れる。
以下に，刺胞動物門八放サンゴ綱，扁形動物門

多岐腸目，紐形動物門，環形動物門多毛類，メイ
オベントス全般，節足動物門等脚目，口脚目，十
脚目とその寄生・共生甲殻類，軟体動物門，棘皮
動物門ウニ綱，ナマコ綱に関する概要および注目
すべき点を列記した。

刺胞動物門　八放サンゴ綱（Octocorallia）　櫛田 

優花（表 3，図 2）
本調査航海では，St. 2Dからオオキンヤギ科の

ウミヒバ属の一種 Callogorgia sp.を採集した。日
本産ウミヒバ類はこれまで主に相模湾から採集さ
れており，紀伊半島沿岸からは Callogorgia elegans 

（Gray, 1870）が知られている 39）。また本調査航
海では，St. 2D，4D，5D，10B，13D，16Dなど
複数の地点からキンヤギ科の複数種を確認した。
キンヤギ属 Chrysogorgiaについても，そのほとん
どの種が相模湾からの報告であり，紀伊半島から
の報告例は明確でない Chrysogorgia rotundaを除い
てない 39, 40）。今後，更なる分類学的な精査が必要
になるが，紀伊半島におけるオオキンヤギ科・キ
ンヤギ科の種多様性はこれまでに知られていたも
のよりも高いことが考えられる。加えて，デンセ
ンヤギ属 Radicipesの熊野灘からの報告例はこれま
でになく，今回初報告となった。

扁形動物門　多岐腸目（Polycladida）　 露木 葵唯
（表 5，図 4）
本調査航海では，St. 2D, 7B, 16Dの 3地点から

無吸盤亜目 3種，吸盤亜目 2種が採集された。無
吸盤亜目に属する 2種は，同地点（St. 7B）から
引き揚げられた沈木から複数発見された。これま
でにも深海域に生息する多岐腸類は沈木から発見
されているものが多く 41–43），海底の沈木は深海性
多岐腸類に最も広く利用されている生息場の 1つ
であると考えられる。

St. 7Bおよび 16Dから得られた無吸盤亜目 3種
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のうち，2種は性成熟しておらず種同定が困難で
あった。残り 1種は Taenioplana sp.（Euplanidae）
と同定された。本種が所属する Taenioplana属は，
これまでのところハワイの浅海域から記載された
Taenioplana teredini Hyman, 1944ただ 1種が含まれ
る。Taenioplana terediniはフナクイムシの巣穴から
のみ発見されており 44），今回得られた Taenioplana 

sp.の生息環境（穴の開いた沈木）と類似する。
しかし，体サイズや眼点群の特徴の違いから，今
回得られた個体は T. terediniとは別種である可能
性が高い。

St. 2Dおよび 16Dから得られたホソヒラムシ科の
一種 1 Prosthiostomidae sp. 1は未成熟個体であり，
属の同定ができなかったが，個体間で 28Sリボソー
マル DNAの部分配列が一致したことから同一種で
ある可能性が高いと考えられた。St. 2Dから得られ
たホソヒラムシ科の一種 2 Prosthiostomidae sp. 2は
体が断片化した状態で採集され，こちらも種同定は
困難であった。本個体の 28Sリボソーマル DNAの
部分配列はホソヒラムシ科の一種 1 Prosthiostomidae 

sp. 1と異なっており，これらは異なる種であると判
断した。

紐形動物門（Nemertea）　波々伯部 夏美（表 6， 
図 5）
本調査航海では，形態的に判別可能な 20種以

上の紐形動物が採集された（表 6）。特に，St. 

16Dでは，尾鷲沖の沈木からのみ記録があるリネ
ウス科（Hookabe in prep.）や単針類など（図 5）
種多様性が高かった。また，神奈川県城ヶ島沖か
ら記載された Nipponnemertes jambio Hookabe et al., 

2022 ジャンビオオメンヒモムシ 45）は，タイプ産
地以外から初めての産地報告となった。

環形動物門　多毛類（Polychaetes）　下岡 敏士・
自見 直人（表 7，図 6）
本調査航海では，15地点において 43科 151種

の多毛類が採集された。2017年における熊野灘
の調査においても，36科 100種以上の多毛類が
採集されており 14），今回の調査においてもおお
よそ同等の科 /種数を採集できたことから，実際
の多様性を反映した調査結果が得られていると考
えられる。St. 9Dにおいてセイスイコンボウハボ
ウキ Diplocirrus seisuiae Jimi, Fujiwara and Kajihara, 

2017
10）が , St. 12Bにおいてセイスイミツオネウ

ミケムシ Benthoscolex seisuiae Jimi, Kimura, Ogawa 

and Kajihara, 2018
17）が，St. 16Dにおいてキムラ

ハナカゴオトヒメゴカイ Leocratides kimuraorum 

Jimi, Tanaka and Kajihara, 2017
11）が採集され，過

去に熊野灘から勢水丸によって得られた標本を用
いて記載された種が再び記録された。St. 2D，St. 

12Bにおいてセグロイソメ科（Oenonidae）の
Oenone sp.が採集されているが，既知種とは眼点
の個数が異なるため詳細な検討が必要である。
St. 12Bにおいてイモムシゴカイ科（Fauveliopsidae）
の Fauveliopsis sp.が採集されたが，本科の熊野灘
における記録は乏しいことから，詳細な観察に基
づいた同定が必要である。St. 13Dおよび St. 15D

において得られた Neopsammolyce属の 1種には寄
生性の二枚貝がついていたため，現在，宿主と合
わせて分類学的研究を進めている。本種は，今島
（2007）が報告したイッカクウロコムシ N. occidentalis

（McIntosh, 1885） 46）と酷似するが，N. occidentalis 

（McIntosh, 1885）はカリブ海をタイプ産地とする
ことから詳細な検討が必要である。St. 16Dにお
いては，コガネウロコムシ科 Hermionopsis sp.が得
られたが，日本産の本属からは未同定種であるカ
ラトゲコガネウロコムシ Hermionopsis sp.のみが知
られており 46），今回得られた標本については詳
細な検討が必要である。

メイオベントス全般（Meiobenthos）　藤本 心太 

（表 8，図 7）
採集したサンプル量が膨大なためソーティング

は完了しておらず，詳細な観察もほとんど実施し
ていない。これまでのところ，扁形動物門，動吻
動物門，鰓曳動物門，胴甲動物門，線形動物門，
節足動物門，緩歩動物門が確認されている。
胴甲動物門は St. 4D，5D，7B，8B，10Bで採

集された。これまでの勢水丸の航海で採集された
Pliciloricidae科の属 8, 14, 21）が今回も得られており，
特に Rugiloricus属は複数の成体が得られたため（図
7A），正確な種同定が実施できる見込みである。
熊野灘をタイプ産地とするWataloricus japonicusは，
同所的に得られた成体とヒギンズ幼生を同種とみ
なして記載されている 21）。分子データなどによっ
てこの関係を確認する必要があるが，今回はヒギ
ンズ幼生のみが得られている（図 7B）。また新た
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に Urnaloricidae科 Urnaloricus sp.と考えられる個
体が，St. 7B, 8Bから得られた（図 7C）。同科は
本邦初記録であり，太平洋ではガラパゴス拡大中
心 47）と，米国沖の深海帯 48）からのみ知られるた
め，西太平洋初記録でもある。
緩歩動物門は，St. 4D，5D，7B，10Bで採集さ

れた。No. 1722研究航海で採集した属 14, 18）のう
ち，Raiarctus sp.が今回確認されていない。今回
初めて Styraconyx sp.が 1個体得られた。今回得ら
れている緩歩動物門の個体はどれも未成熟である
ため，種同定はできていない。

節足動物門　等脚目（Isopoda）　白木 祥貴（表
10，図 8）
本航海では 4亜目に属する，少なくとも 22種

の等脚類が採集された（表 10）。そのうち，ウミ
ナナフシ上科に属する等脚類は 10種得られた。
なお，十脚目に寄生していた等脚類についてはこ
こでは含めていない。St. 4および St. 5からはサ
ンカクアシタラズウミナナフシ Deltanthura palpus 

Shiraki, Shimomura and Kakui, 2022が得られた
（図 8-1）。本種は熊野灘の水深 805–852 mから採
集された 1個体をもとに新属新種として近年記載
された種で 49），今回ほぼ同じ産地から 3個体が
得られた。St. 6からはサガミスナウミナナフシ
Cyathura sagamiensis Nunomura, 2006が得られた 50）

（図 8-2）。本種が属するスナウミナナフシ属は汽
水域や潮間帯でよく見られるが 51），本種は比較
的深場の水深 93.3–94.7 mに生息することが知ら
れている 50）。今回は，それより深い 183–186 m

から得られた。St. 6および St. 12からはタマゴハ
ラナガ ウミナ ナフシ Kupellonura tamago Shiraki, 

Shimomura and Kakui, 2022が得られた（図 8-3）。
本種は房総半島沖の水深 407–445 mから記載され
たが 52），熊野灘にも分布することが明らかとなり，
生息水深が 178–550 mまで拡張された。

節足動物門　口脚目（Stomatopoda）　中島 広喜
（表 14, 図 9）
本調査航海では，St. 3D（水深 100–101 m）から，

同一個体に由来すると思われる 1対の捕脚（第 2

顎脚）のみが発見された（図 9）。本来であれば
捕脚のみからの種同定は困難であるが，得られた
捕脚は指節に 7歯を有し，長節側面前方に特徴的

な三角形状の黒い模様を有する点などが，これま
で神奈川県沖で見つかっていたオヒロシャコ科
Eurysquillidae Manning, 1977の一種（中島，未発
表）に類似していることが分かった。オヒロシャ
コ科は 2024年に初めて国内から 1種が報告され
た，知見の乏しい分類群である 53）。したがって，
今回発見された捕脚がこの種であるなら貴重な分
布記録の証拠となりうるため，今後，これらの標
本間で DNA配列を比較し，同種かどうかを検討
する。

節足動物門　十脚目（Decapoda）とその寄生・
共生甲殻類　中島 広喜（表 14，図 10，11）
本調査航海では多数の甲殻類標本が採集された

が，特に十脚目はその種多様性も高く，少なくと
も 43科 94種が確認できた。加えて，いくつかの
標本にはエビヤドリムシ科等脚類やフクロムシ類，
端脚類などの寄生・共生性の甲殻類も認められた。
正確な種同定に至っていない標本が多くあるため，
今後の分類学的精査が必要である。また，その結
果，さらに種数が増加すると考えられる。以下に
特筆すべき種について記した。
スベスベオトヒメエビ属の一種 Odontozona sp. 

が St. 13D（水深 99–103 m）より採集された（図
10-1）。本属は熱帯・亜熱帯域のサンゴ礁や岩礁
域を中心に分布しており 54），国内では琉球列島
の海底洞窟などから新種が発見されている 55）。
熊野灘から採集されたことは貴重な記録となると
考えられる。
コエビ下目 Carideaの Disciadidae科 Discias属

の一種（図 10-2）が St. 2D（水深 101–103 m）か
ら採集された。筆者が調べた限りでは，慶良間諸
島から報告された Discias exul Kemp, 1920が 56），
本科の唯一の国内における報告であり，今回が国
内 2例目の報告となる。したがって本個体は貴重
な標本であり，引き続き詳細な分類学的検討が必
要である。本属既知種について報告されている生
態 57）から，本個体はドレッジ採集された海綿に
穴を掘って生息していた可能性が高い。
ミツイボコブシ Toru trituberculatus （Sakai, 1961)

（図 10-3）と形態的によく似る標本が St. 10B（水
深 302–321 m）より採集されたが，生殖器の形状
が既報 58）と合致していなかった。今回得られた
個体が比較的小型であったたため，この形態の不
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一致は未成熟に起因する可能性も考えられる。引
き続き詳細な分類学的検討が必要である。
以下は十脚目甲殻類とその共生生物について記

す。St. 10B（水深 302–321 m）より得られたヨコ
ヤホンヤドカリ Propagurus obtusifrons（Ortmann, 

1892）（図 11-4）の体表からは共生性と思われる
端脚類（図 11-5）が得られた。また，St. 7B（水
深 197–215 m）より得られたケスジヤドカリ
Dardanus arrosor（Herbst, 1796）（図 11-6）の宿貝
内からもトゲヨコエビ科 Lilijeborgiidae（図 11-7）
が得られた。St. 9D（水深 222–272 m）より得ら
れたビワガニ Lyreidus tridentatus De Haan, 1841（図
11-8）や，St. 15D（水深 118–130 m）より得られ
たメダカガニ Neogoneplax renoculis (Rathbun, 1914)

（図 11-9）にもエビヤドリムシ科等脚類の寄生が
認められた。これらは未報告の種の可能性がある。

軟体動物門（Mollusca）　木村 昭一・木村 妙子　
（表 15，図 12–20）
採集された試料のうち，属及び種まで同定でき

た軟体動物の中で生きた個体が採集された種，死
殻しか得られなかったが，貝殻の状態から判断し
て採集海域に生息していると考えられる種をリス
トアップした（表 15）。
一部の種の関連資料として分類学的な比較検討

をするため，今回採集の試料以外，国外の試料も
比較検討し図示した。また今回，木村・木村によ
り一部の種の和名新称も行った。日本新記録，三
重県初記録の種も記録されたが，それらの種は全
て図 12から図 20に図示した。なお沖合，深海性
の海洋生物に県初記録を示すのは難しいが，軟体
動物門における三重県初記録種の定義は以下の通
りとした。
本研究での三重県内の各種分布判断基準とし

て，松本，木村，中野・中，中野・松本の資料を
使用した 2, 59–64）。これらの文献以外に 1997年頃に
受領した（故）松本幸雄氏作成の「三重の貝類追
加リスト」（1997年 3. 1現在と表記）も私信とし
て参照した。木村 60–62）以外の文献は全てリストで，
分布上注目すべき希少種や分類上の混乱がある種
でも図示のない場合が殆どである。これらには生
貝か死殻，また，その状態や採集状況の言及もな
い。従って，県下での生息，種同定が疑問視され
る記録も少なくない。本来は掲載全種の検討が行

われた分布資料（リスト）を基準とすべきである
が，現状ではその様な資料は一切存在せず，本報
告では先述の問題があるものの，上記文献での未
掲載種を三重県初記録とした。また目，科の配列
と名称は福田に従った 65）。

イタヤガイ科
Chlamys vesiculosus（Dunker, 1877）ヒヨクガイ（図

12-5）
水深 50–200 mの砂礫底に普通に生息していた

種であるが，近年伊勢湾湾口部から熊野灘にかけ
て著しく生貝の採集例が減少した種である。もと
もと外洋域に多い種であるが，近年，鳥羽市沖合
の水深 70–90 mで行った複数回のドレッジ調査で
は，半片死殻が少数確認されたが，生貝は確認さ
れなかった。イタヤガイ科貝類には個体数の変動
が大きな種が確認されているが，本種の今後の動
向は注目される。
本 種 に 近 似 の 大 型 種 Annachlamys reevei（A. 

Adams, 1850）ニシキヒヨクは伊勢湾湾口部から
外洋にかけて三河一色水揚げの底引き漁業による
採集記録がある。当時南方でしか採集されなかっ
た大型美麗で稀産であった本種が多数（稀産とす
る報告もある）水揚げされたことが複数の文献で
紹介されている 66, 67） など。しかし，その期間は
1960年前後に限定され，1980年代からの底引き
網漁，調査船によっても死殻破片でさえ確認でき
ず，当時は漁業調整規則を遵守していなかったと
の記述も散見され，ニシキヒヨクの志摩半島（安
乗沖）から遠州灘での産出とされているが，他海
域から採捕された可能性も考えられる。

オトヒメゴコロ科
Halicardia nipponensis Okutani, 1957ニッポンオト
ヒメゴコロ（図 12-7）
本種は特異な形態などから日本産深海性二枚貝

として著名な種で，熊野灘よりの産出は既に日本
貝類学会口頭発表で報告した 68）が，本報が図示
を伴う正式な記録となる（三重県初記録種）。生
時は殻皮毛に砂泥を付着し，水管口周囲には太い
棒状の突起が密生する（図 12-7a）。殻は白色で殻
皮は淡黄灰色（図 12-7b）。殻内面には真珠光沢
がありハート型の石灰質の殻帯が両殻をつなぐ（図
12-7c）。過去の勢水丸による調査では熊野灘の水
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深 600–1100 mの砂泥底より採集された。
Haliris makiyamai（Habe, 1952）ヒシオトヒメゴ

コロ（図 12-8）
前種と同様，生時は殻皮毛に砂泥を付着する（図

12-8a）。殻表には明瞭な放射肋が約 30本ある（図
12-8b）。三重県初記録種。

リュウグウハゴロモ科
Pendaloma otohimeae（Habe, 1952）リュウグウハ

ゴロモ（図 12-10）
勢水丸のドレッジ調査で志摩半島沖の熊野灘よ

り採集された個体が既に図示報告されている 69）。
今回も 2個体が採集された。生息水深は 200–1200 

mとされる 70）が，熊野灘では，水深 200 m前後
の岩礁に隣接した泥分の多い砂泥底より採集され
ることが多い。

ニシキウズガイ科
Ethminolia nektonica（Okutani, 1961）オヨギシタ

ダミ（図 13-1）
既に三重県沿岸から記録されている（紀北町） 63）

が，生貝，死殻の区別もなく図示もされていない。
本報告が図示を伴う初めての記録である。

Minolia nyssonus Dall, 1919シロガネシタダミ（図
13-2）

Minolia aff. nyssonus Dall, 1919シロガネシタダミ
近似種（図 13-3）
前者は底引き網漁業の漁屑中のヒトデ類胃中よ

り普通に採集され，勢水丸の調査でも熊野灘水深
100–200 mの砂泥底より多数の個体が採集されて
いる（今回の調査では 178–195, 191–218 mで確
認）。後者は生息水深が大きい（250–600 m）ため
か，底引き網漁業での採集例は非常に少ない。勢
水丸の調査サンプル中でも（今回の調査では
479–578 mで確認），個体数は少ない。2016年の
記録ではほぼ同海域の水深 280 mで 8個体の前者
に 1個体の後者が採集された。
殻形態は非常に近似しているが，前者はやや小

形で，殻全体の彫刻が荒く殻質もやや厚い。後者
はより大成し，殻全体の彫刻が弱く繊細で，特に
螺層肩部上面に並ぶ突起列が小さく数が多い。ま
た前者では臍孔周辺の 2列の突起は近接し強い
が，臍孔内壁には螺肋列はない（図 13-2）。後者
では 2列の突起列の間隔が開き，突起は小さく数

が多く，臍孔内壁にも細く弱いが明瞭な螺肋列が
数本存在する（図 13-3）。
黒田・他 71）では後者に一致する個体をウバシ

タダミとして図示しているが，ウバシタダミのタ
イプ標本とは一致しない。また多くの Solariella 

delicata Dall, 1919ウバシタダミの個体変異を図示
している Hasegawa

72）では，後者をウバシタダミ
とは同定せず，前者に一致する個体（Fig. 47；相
模湾水深 149–180 m産）と共に後者に一致する個
体もシロガネシタダミ（Fig. 48；土佐湾水深 250–

258 m産）としている。このようにHasegawa
72）で

は両者ともシロガネシタダミと同定しているが，前
述の通り両者の生息水深は異なり，殻形態でも区
別され，熊野灘からは両者の中間型も確認されて
いない。これらの事より本報告では後者をシロガ
ネシタダミ近似種とする。殻形態は近似しているが，
細部は明確に異なるので，別種の可能性が高い。

Minolia watanabei （Shikama, 1962）ハズレシタダ
ミ（図 13-5）
本種は勢水丸の調査で熊野灘（水深 700-1100 m）

より採集されていたが，本報が図示を伴う正式な
記録となる（三重県初記録種）。Hasegawa

72）では
螺層・螺肋の形態など同一種であることが疑われ
るような著しい殻形態の変異が示された。熊野灘
でも検討個体数は少ないが，変異が認められる。
今回の調査では 1個体のみが採集されたが，若い
個体と考えられ螺層は遊離していない。十分に成
長した個体では和名に反映されているように，螺
層の殻口に近い部分が遊離することが多い。今回
の試料の螺層は丸みを持ち，螺肋が比較的強いタ
イプで，Hasegawa

72）の図示した Fig. 32に近い個
体である。

Chonospeira aff. iridescens （Habe, 1961） スハダシタ
ダミの近似種
木村ら 14）で図示報告した種である。今回 2地

点からそれぞれ 1個体生貝が採集された。

キリガイダマシ科
Tachyrhynchus nomurai （Ozaki, 1958） ノムラヒメ
ニナ（図 13-6）
深海性の小型種であるためか今回の報告が三重

県初記録である。勢水丸の調査では 2017年以前
より熊野灘の水深 500 m以深の砂泥底より死殻は
普通に採集されているが，生貝の個体数は少ない。
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Trochocerithium shikoense（Yokoyama, 1928）ウラ
ウズカニモリ（図 13-7）
木村らで既にウラウズカニモリ科として図示報

告した種であり 14），今回水深 478–578 mより生
貝が 3個体採集された。それらは全て木村ら 14）

で言及した深場に生息する殻が大形になり，殻質
は薄く彫刻が弱い型であった。

コンボウカニモリ科
Cerithiella terebroides Kuroda and Habe, 1971 コン
ボウカニモリ（図 13-8）
勢水丸の調査で 2017年以前にも熊野灘より死殻

は得られているが個体数は少ない。今回も 1個体の
み殻口の欠損した死殻が採集された。本種は今ま
で相模湾（タイプ産地）でのみ知られている 71, 73）。
三重県初記録種。

タマガイ科
Euspira sagamiensis Kuroda and Habe, 1971 サガミ
オリイレシラタマ（図 13-9）
本種は本科貝類としては小型で，遠州灘から熊

野灘で操業した底引き網漁業漁屑より採集された
ヒトデ類の胃中より生貝が採集されることが多い。
勢水丸の調査でも熊野灘水深 100–300 mの砂泥底
より採集されている。三重県初記録種。

Euspira aff. plicispira（Kuroda, 1961）キザミタマ
ツメタ近似種（図 13-10）

Euspira plicispira キザミタマツメタは遠州灘から
熊野灘の 100–300 mの砂泥底で操業した底引き網
漁業漁屑中より比較的普通に採集される。今回採
集された個体は，キザミタマツメタと殻が長いこ
となど全体的な特徴は近似するが，殻は小型で，
縫合直下に出る短い縦肋（和名キザミの由来）が
全く確認されず，採集された水深も大きくキザミ
タマツメタの近似種として報告する。

イトカケガイ科
Cylindriscala turrita（T. Nakayama, 1995）トガリ
イトカケ（図 13-11）
深海性種で底引き網漁業では採集されにくいた

めか，今回の報告が三重県初記録である。勢水丸
の調査では 2017年以前より熊野灘の水深 500 m

以深の砂泥底より死殻が採集されているが，生貝
は確認されていない。

Epitonium pupiforme（Masahito, Kuroda and Habe, 

1971）カセイトカケ（図 13-13）
殻の外形は本科貝類としては蛹形で特徴的であ

る。タイプ産地は相模湾で，紀伊半島及び南アフ
リカに分布する 74）が，今回の報告が三重県初記
録である。

ウミウサギガイ科
Margovula lacrima（C. N. Cate, 1973）シズクケ

ボリ（図 14-1）
生息深度が大きい小型種で採集例が少ない。勢

水丸の調査では 2017年以前より熊野灘の水深
200 m付近の礫底より死殻が少数採集されている
が，生貝は今回初めて確認された。殻形態（図
14-1a）は原記載とよく一致する。軟体部（外套
膜等）の色彩は報告されていない。今回 1個体が
生きた状態で採集されたが，既にホストから離れ
ており，軟体部の活動も弱く，外套膜が完全に伸
展されなかったので，十分な観察ではないが，軟
体部の大部分（腹足，蹠面，頭部，触角）は白色
で，水管は淡褐色。外套膜も白色であるが，黒褐
色の小円形斑が少数散在していた（図 14-1b）。三
重県初記録種。

Kurodaovula wakayamaensis（C. N. Cate and M. 

Azuma, 1973）ワカヤマキヌヅツミ（図 14-2）
ドレッジの外網に絡まったオオキンヤギ科のウ

ミヒバ属の一種 Callogorgia sp.（刺胞動物；図 2-1）
に強く付着した状態で 1個体が採集され，軟体部
は伸展した状態であった。
ワカヤマキヌヅツミの殻の色彩は通常白色（本

科の殻色彩は退色しやすい）で死後間もない標本
では淡い紫，桃，黄の蛍光色が認められる個体も
あるが，今回採集された個体（図 14-2a）は両端
が淡桃橙色に彩られ，殻口内唇側に前後に伸びる
1本の鮮黄色の色帯が見られた。本種は Calcarovula 

longirostrata （G. B. Sowerby I, 1828）ツリフネキヌ
ヅツミと殻形態が近似するが，軟体部の色彩は以
下のように著しく異なる。ワカヤマキヌヅツミの
外套膜はクリーム色の地色に濃褐色の角張った方
形に近い斑紋が密生し，その間に白色の先端が
尖った小突起が並ぶ（図 14-2b, c）。蹠面は外套膜
とほぼ同色で，周辺は褐色で縁取られる。触角も
褐色（図 14-2b）。ツリフネキヌヅツミの外套膜
は橙褐色で，褐色に縁取られた白色円形の斑紋が
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散在する。
殻形態ではワカヤマキヌヅツミはツリフネキヌ

ヅツミより殻質は薄く，殻は前後に細長く，延長
する前溝，後溝は直線的で反りが弱い個体が多い。
殻口外唇肥厚部も薄質。このような観点で殻標本
の形態を再検討すると，黒田・他 71）で pl. 24, Fig. 

6にツリフネキヌヅツミとして図示された標本は，
ワカヤマキヌヅツミである。奥谷・佐々木 75）で
はワカヤマキヌヅツミの分布は紀伊半島としてい
るが，相模湾 71），伊豆半島，紀伊半島南西部（タ
イプ産地は和歌山県南部町沖），四国沖に分布し，
今回報告の三重県（熊野灘）が新たに追加される
（三重県初記録種）。なお海外では台湾・フィリピ
ン・ニューカレドニアからも採集されている。

トウカムリ科
Oocorys sp.タマゴボラ（図 14-3a, b）
今回，生貝ではあるが，殻口が完成していない

幼貝が 1個体採集された（図 3-3a）。殻表を覆う
螺肋や蓋の形状（長卵形で少旋型，核は内側下方
にある）より，かつてトウカムリ科から独立した
タマゴボラ科（Oocorythidae）のタマゴボラとい
う和名で呼ばれていた種 2）などに一致する。なお
タマゴボラには Kuroda and Teramachiによる学
名が付記されていた場合があったが，有効名では
ない。遠州灘より底引き網で採集された同種と考
えられる成貝死殻標本（図 3-3b：愛知県渥美半
島沖水深 200–250 m，底引き網漁，2001年採集）
では，殻表の形状はよく一致するが，臍孔は閉じ，
殻口外唇は板状に反転し，外唇内壁は刻まれない。
殻口内唇後部の滑層はやや肥厚する。このような
特徴は，松本 2）が図示したタマゴボラとよく一
致する。タマゴボラの日本近海産の近似種として
以下の 3種があげられる。
（1 ）Oocorys leejungi K.-Y. Lai, 2013（和名なし）（図

14-3c, Taiwan, Pratas Island,from shrimp boat, 

600 m. 2015年採集）：近年台湾から記載された
種で，最もタマゴボラに近似するが，殻質が厚
く，螺肋は強く数が少ない。殻口は強く肥厚し，
外唇の刻みが強く明瞭。

（2 ）Oocorys tosaensis（Habe and Azuma, 1959）ヘソ
アキタマゴボラ（図 14-3d, Taiwan, South Taiwan. 

Trawled 400–600 m. 2010年採集）：タイプ産地は
土佐湾。和名の通り狭いが明瞭な臍孔がある。

殻は重厚で，殻口も強く肥厚し，螺肋状の強い
刻みがある。螺塔は低く，螺肋は強い。殻形態
の特異さから別属 Hadroocorys tosaensis （Habe and 

Azuma, 1959）とされていたこともあった。
（3 ）Oocorys weberi Schepman, 1909マルタマゴボラ：
日本では日向灘より記録されている。WoRMS

では Oocorys sulcata P. Fischer, 1884タイセイヨウ
タマゴボラのシノニムとされているが，タイプ
標本は明らかに別種。奥谷 70）には Oocorys weberi

のタイプ標本とよく一致する標本が図示されて
いる。　
上述の 3種を含めて今回採集されたタマゴボラ

と全く同一の殻形態の種は記載されていないよう
である（台湾をタイプ産地とする Oocorys leejungi 

K.-Y. Lai, 2013が最も近似する）。またWoRMS

で は Oocorys leejungi，Hadroocorys tosaensis（=Oocorys 

tosaensis）を含む全世界の熱帯から中緯度海域に
分布する近似の 9種がカリブ海をタイプ産地とす
る Oocorys verrillii (Dall, 1889)のシノニムとされて
いる。このような分類は生物地理上も疑問であり，
少なくとも上記の 2種及びタマゴボラの殻形態は
Oocorys verrillii のタイプ標本とは大きく異なる。
Oocorys 属の種は全て深海性の稀産種で，殻形態等
の変異幅の把握，軟体部の検討や遺伝子解析は困
難と予想され，分類学的な検討が不十分な種群と
いえる。

フジツガイ科
Gyrineum hirasei （Kuroda and Habe, 1961） ヒ ラ

セウネボラ（図 14-4a, b）
本種は伊豆半島から四国沖の水深 150 mまでの

岩礫底に分布し，タイプ産地は四国足摺岬沖であ
る。本種は海外ではフィリピン，インドネシア，
ニューカレドニア，南アフリカまで分布するとさ
れている 76, 77）。日本産（伊豆半島から四国沖）個
体と海外産個体 76, 77）とは殻形態に明確な差異が
ある。詳細は以下の通りである。日本産個体はや
や大形になり，螺塔が高く，水管が長く延長し，
殻口周辺の歯状の突起が弱く，殻口が大きい。殻
皮は厚く，殻皮毛は長い（図 14-4a）。殻の色彩は
濃褐色の部分が多い（図 14-4b：殻皮を剥離した
標本）。それに対して海外産個体（図 14-4c, d；
Philippine, Aliguay Island. Mindanao. trawled 50–

150 m deep. 2000年採集）はやや小形で，螺塔は
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低く水管も短く，縦張肋は丸みを持ち，張り出し
が弱い。殻口周辺の歯状の突起が特に内唇側で強
く，殻口が狭められる。殻皮は薄く（図 14-4c），
殻の色彩は全体的に明るく，淡橙桃色の部分が多
い（図 14-4d：殻皮を剥離した標本）。前述のよ
うに日本産個体はタイプ産地が四国なので，上記
の学名が適当であるが，外国産個体は別種の可能
性が高く，分類学的な検討が必要である（図 14-

4c, dは Gyrineum sp. とする )。
なお，前述した日本産個体の殻形態の特徴は和

歌山県潮岬沖，高知県土佐湾・足摺岬沖，三重県
熊野灘沖個体を検討した限りでは共通している。
Beu

76）が図示した八丈島産標本はモノクロである
ので色彩は不明であるが，殻形態は前述した外国
産個体と近似し，日本の南部には外国産と共通の
別種（Gyrineum sp.)が分布している可能性が高い。

オリイレヨフバイ科
Nassarius glabrus Zhang and Zhang, 2014 マルネジ

ヌキヨフバイ（和名新称）（図 15-1a, b）
死殻 1個体が採集された。体層腹面にタマガイ

科貝類の食痕があるものの，その他の部位の彫刻，
色彩，光沢などはよく保存されており，特徴的な
殻形態を示し，本種と明確に同定できた。タイプ
産地は南シナ海 78）で，日本初記録種。
本種の解説には日本からはまだ正式に記録され

て い な い 近 似 種，Nassarius kooli H. Dekker and 

Dekkers, 2009ネジヌキヨフバイ（和名新称）（図
15-2a, b: Philippine, Aliguay Island. Mindanao.

trawled 50–150 m deep. 2000年採集）との比較が
必要である（マルネジヌキヨフバイの原記載でも
2種の比較が行われた）。
この 2種の共通の特徴として螺層の肩部には稜

角があり縫合との間は平らで，別科の種ではある
が Neoiphinoe unicarinata（G. B. Sowerby I, 1834）ネ
ジヌキの螺層を彷彿とさせる。螺層の殻口付近は
幅広く肥厚し，殻口も肥厚する。また，殻口外唇
後端が後部に向かって角状に突出する。2種の胎
殻（図 15-1b, 2b）は約 4層で大型，螺層中央に
竜骨が 1本あり白色，平滑。2種とも後成殻（図
15-1b, 2b）は共に荒い布目状であるがネジヌキヨ
フバイの方が細長く巻き，螺塔も高く殻全形も細
長い。
マルネジヌキヨフバイ（図 15-1a）には不明瞭

な淡橙黄色の斑紋が肩部などに不規則に出現する
（今回採集された死殻が退色しているのではない）
が，ネジヌキヨフバイ（図 4-2a）には 2列の明瞭
な橙褐色方形の斑紋が 2列（体層では 3列）に並ぶ。
ネジヌキヨフバイ（タイプ産地はフィリピン

Balicasag Island）は 2000年前後からフィリピン
近海のアリグアイ島（Aliguay Island）周辺でトロー
ル漁船により多数の標本が得られるようになり，
同時に日本の南西諸島沖産という標本が流通した
が，同時に採集された貝類相はほとんどアリグア
イ島と同じで，産地情報には疑問が残り，現在ま
で信頼できる日本産の標本は確認されていない。

Nassarius siquijorensis (A. Adams, 1852) オオハナ
ムシロ（図 15-3）
本種は内湾域から湾口部に分布する普通種のハ

ナムシロとやや近似するが，遥かに大型で殻が厚
く，外洋の泥質の多い砂泥底に生息し，生息水深
も大きい。土佐湾では水深 100 m前後までの砂泥
底に多産するが，遠州灘，熊野灘，和歌山県南西
部沖では個体数は少ない。今回も生貝，死殻各 1

個体採集されたに過ぎない。
Nassarius protrusidens (Melvill, 1918) シコロムシロ

（図 15-4）
殻口の完成していない幼貝の死殻 1個体だけが

採集された。殻は厚く堅固，殻表面は約 10本の
結節列からなる螺肋に覆われ，特徴的な形態を示
す。三重県初記録種。

Nassarius macrocephalus (Schepman, 1911) チビマル
ムシロ（図 16-1）
成貝の死殻 1個体だけが採集された。殻は非常

に厚く堅固，以下 2種と近似した強い縦肋が出る
が，2種と異なり縦肋間に明瞭でやや強い螺肋が
密に出る。殻口は肥厚し内唇，外唇に歯状突起が
発達して，殻口は狭まる。胎殻（図 5-1b）は約 3

層で大型，螺層中央に竜骨が 1本あり黄白色半透
明。三重県初記録種。

Nassarius babylonicus (R. B. Watson, 1882) ワタゾ
コムシロ（図 16-2）
本種は本科の貝類として中型（殻長 15 mm前

後）で，水深 400 m以深（タイプ産地はフィリピ
ン沖水深 675 m）に分布する。遥かに小型（殻長
5 mm程度）で水深 100–300 mに分布する種もか
つて本種として図示されたが，以下に示す通り，
明らかに別種である。
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Nassaria sp. ハベワタゾコムシロ（和名新称）（図
16-3）
本種は続日本産貝類図鑑でワタゾコムシロとし

て図示された 79）が，前述したワタゾコムシロと
は明確に区別できる別種である。今回，その認識
を明確にするため本種に和名を新称した。本種は
ワタゾコムシロよりはるかに小形で殻長は 5 mm

前後で殻口周辺が肥厚し，外唇内壁に歯状突起が
並び（図 16-3a, d），ワタゾコムシロの幼貝では
ない。
ハベワタゾコムシロの殻表は光沢が強く殻質は

やや厚いが，生貝では白色半透明（図 16-3a）で，
波部 79）において「硝子様」とされた特徴と一致
する。ワタゾコムシロの殻表（図 16-2a）は淡黄
緑色の薄い殻皮で覆われ，光沢がなく不透明。胎
殻（図 5-3b）は約 3層で大型，螺層中央に竜骨
が 1本あり薄紅色で半透明。胎殻の形態はチビマ
ルムシロとほぼ同じである。ワタゾコムシロの胎
殻（図 16-2b）は生貝でも表層が摩耗していて判
然としない。本種の蓋（図 16-3c）は扇形で核は
内側中央やや下方にあり，ワタゾコムシロの蓋（図
16-2b）は下端が尖った葉状で核は下方にある。
生息水深は 100–250 mより，底引き網で採集され
たヒトデ胃中より生貝が，スナギンチャク類の核
となって死殻（図 16-3d：愛知県渥美半島沖水深
200–250 m，底引き網，2001年採集）が比較的普
通に採集される。前述の通りワタゾコムシロの生
息水深は大きく，底引き網漁業で死殻が採集され
ることも稀である。

アクキガイ科
Ergalatax tokugawai Kuroda and Habe, 1971トク
ガワヒメヨウラク（図 17-1）
本種は小型の特徴の少ない種であるためか，採

集記録が少ない。木村 61）で三重県沿岸より初め
て図示とともに志摩半島の複数産地が報告された。
中野・中 63）は，木村 60–62）を引用文献としていない。
全種図示とともに解説したデータが全く引用され
ておらず，信頼性の低い目録である。

ガクフボラ科
Lyria pallidula Habe, 1962ウスイロスジボラ（図

17-8a,b）
本種は元々別種として記載されたが，Lyria 

cassidula（Reeve, 1849）スジボラ（図 17-9a, b）の
深場に生息する亜種 L. c. pallidula Habe, 1962とさ
れている（例えばWoRMSなど）。原名亜種のス
ジボラも少産種で，ウスイロスジボラの産出報告
は更に少なく，多くの標本を元にした検証はなさ
れていない。今回，タマガイ類の捕食痕のある幼
貝死殻 1個体（図 17-8a）が採集された。過去に
志摩半島沖（大王崎沖水深 60 m，底刺網，1986

年採集；図 17-8b），土佐湾沖で採集された標本
を試料に加えて，この 2種（亜種）について検討
した。
ウスイロスジボラは，和名の通り殻の色彩は薄

色（淡く），殻質は薄く半透明で殻口外唇の肥厚
も弱く，内唇の殻軸も弱い。また殻は細長く，螺
塔は明らかに高く，明確に区別される。ウスイロ
スジボラの生息水深は 50–100 mとされ 79），松本 59）

では尾鷲沖の水深 200 mより採集されたとされて
いる（採集者は林奨一郎採集と記されているので，
三河一色港水揚げの底引き網漁業による試料と思
われる）。
スジボラは，筆者ら所蔵の試料では千葉県館山

市沖水深 10–20 m（2000年採集；図 17-9a），静岡
県沼津市沖水深 36 m（2011年採集；図 17-9b）と
浅海よりスクーバダイビングで採集されているが，
奥谷 70）では生息水深は 50–200 mとされており，
深度により隔離された亜種とは考えにくい。2者
の中間的な殻形態を示す個体も確認されていない。
これらの検討結果から，今回奥谷 70）を支持しウ
スイロスジボラを独立種として報告する。三重県
沿岸産個体の図示を伴った最初の記録である。

イモガイ科
Profundiconus tuberculosus（Tomlin, 1937）ミウラ
イモ（図 18-3）
本科としては小型で，神奈川県横浜市がタイプ

産地の化石種として記載された。相模湾周辺では
水深 50–300 mの砂底より比較的多くの現生個体
が採集されている 71）。勢水丸の調査では 2017年
以前より志摩半島沖の水深 50–200 mの砂礫底よ
り普通に死殻（殻の色彩の残された死殻は稀）が
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採集されているが，生貝は確認されていない。今
回水深 92–113 mより色彩の保存された死後間も
ないと考えられる殻が 1個体採集された。三重県
初記録種。

Conasprella comatosa（Pilsbry, 1904）ユメイモ（図
18-5）
本科としては中型で，体層の明瞭な螺肋と褐色

斑列が特徴的。紀伊半島からフィリピン，ニュー
カレドニアの 50 m以深の砂礫底に生息する。今
回水深 118–130 mより死後間もない殻が 1個体採
集された。三重県初記録種。

Conasprella kimioi（Habe, 1965）レンガマキイモ（図
18-4）
本科としては小型で，レンガ壁に似た模様が特

徴的。伊豆半島から和歌山県，フィリピン，ニュー
カレドニアの 100 m以深の岩礫底に生息する。今
回水深 92–113 mより生貝が 1個体採集された。
三重県初記録種。

シャジク科
Bathytoma luehdorfi（Lischke, 1872）シャジク（図

18-6） 
本種は市販の図鑑類によく掲載される著名な大

型種である 80）などが，分布域は相模湾から九州（水
深 100–200 m砂泥底）と海産種としてはやや狭く，
大型種で目立つ存在であるが個体数は少なく，生
貝は非常に稀産である。本種には殻が細長く，殻
頂が尖り，彫刻が強い型（図 18-6a：St.15D）と
殻が太く丸みがあり，螺塔が低く，体層がよく膨
らむ型（図 18-6b：愛知県渥美半島沖水深 100–

150 m，底引き網，1998年採集）がある。この 2

型の分布域には差異はないので，同種の個体変異
とも考えられるが，中間型がないため性的 2型の
可能性もある。生貝試料数が少なく今後の検討課
題である。

コシボソクチキレツブ科
Nannodiella acricula (Hedley, 1922)（図 18-7） 
Clathromangelia coffea Kuroda and Oyama, 1971

チャイロコウシツブ（図 7-8）
前者は和名のない種で，1個体生貝が採集され

た。おそらく日本新記録種と思われる。後者は 1

個体死殻が採集された。共に三重県初記録種。

フデシャジク科
Daphnella mitrellaformis（Nomura, 1940）スイヒ
ツシャジク（図 18-10）
本種は本科としては大型でよく知られている種

である。中野・中 63）により，産地が紀北町以下
産地名不明で図示もない記録があるだけであり，
事実上今回が初めての三重県沿岸からの信頼でき
る産出報告といえる。

タケノコガイ科
Punctoterebra trismacaria（Melvill, 1917）イササヌ
ノメギリ（図 19-1）
勢水丸の調査では 2017年以前より志摩半島沖

の水深 30–100 mの砂礫底より稀に生貝が採集さ
れている。本種は外洋だけでなく伊勢湾湾口部，
熊野灘に面する小規模な湾の湾口部にまで分布す
る。タケノコガイ科貝類はゴカイなどの底生動物
を選択的に餌とする食性の種が多く，環境悪化の
影響を受けやすく，最初に減少傾向を示す種群で
あり，やや内湾寄りにまで分布する本種は絶滅危
惧種としても注目される。三重県初記録種。

クダマキガイ科
Cryptogemma cornea (Okutani, 1966) チャイロカド
クダマキ（図 18-11）
勢水丸の調査では 2017年以前より志摩半島沖

から尾鷲沖の熊野灘水深 500–1000 mの砂泥底よ
り生貝が採集されている。タイプ産地の相模湾水
深 1470–1500 m

81）と比較すると熊野灘での生息水
深は小さいが，原記載で図示された個体（4個体
採集されたうちの 1個体）と前述した熊野灘産の
個体及び今回採集された個体（図 7-11）の殻形態
はよく一致する。なお奥谷 67）で図示された標本は，
殻肩部の角張り，螺肋や彫刻が弱く，体層肩部か
ら水管までが膨らみ，別種の可能性がある。
本種は生息水深が大きく，底引き網漁では採集

されないためか，本報告が三重県初記録である。
今回採集された 5個体のうち 1個体は和名が示す
ような茶色（図 18-11b）ではなく淡い緑白色（図
18-11a）であった。

クルマガイ科
Discotectonica petasus（Tomlin, 1928）タビガサグ
ルマ（図 8-3）



熊野灘の深海底生動物相 2023 21

Granosolarium mirabile（Schepman, 1909）オドロ
ナワメグルマ（図 8-4）

Heliacus implexus（Mighels, 1845）クリイロナワ
メグルマ（図 8-5）

Spirolaxis rotulacatharinea（Melvill and Standen, 

1903）シカクウズマキグルマ（図 8-6）
上記の 4種が採集されたが，生貝（1個体）が

確認されたのはクリイロワメグルマだけであった。
その他の種は全て死殻で各 1個体が採集された。
クリイロナワメグルマ以外の 3種は三重県初記録
種，クリイロナワメグルマも生死不明の図示もな
い記録があるだけで，三重県沿岸産の図示を伴う
報告は初である。クリイロナワメグルマは，H. 

variegatus (Gmelin, 1791) ヒクナワメグルマなど近
似種が多いが，縫合と 2本の周辺肋との間の螺肋
が 4本あり最上部の 1本が一番強い特徴から明確
に識別できる 82）（図 19-5a）。軟体部は淡桃白色，
蓋は淡黄色で塔状に巻く（図 19-5b）。蓋は乾燥
すると著しく退縮する（図 19-5a中央）。

ヘコミツララガイ科
Pyrunculus pyriformis（A. Adams, 1850）ブドウノ

タネガイ（図 19-7）
勢水丸の調査では 2017年以前より志摩半島沖

から尾鷲沖の熊野灘水深 100–300 mの砂泥底より
死後間もない殻が採集されている。遠州灘から熊
野灘の水深 100–300 mで操業した底引き網漁屑中
よりもスナギンチャク類の核となった死殻が採集
されているが，生貝は確認されていない。三重県
初記録種。

今回の調査では，3台のドレッジ鉄枠が大きく
曲がり使用不可能となったが，全て網袋中の試料
は回収され，今まで採集されなかった希少種を含
めて多数の種が採集された。117種の軟体動物が
属，種までの同定がなされたが，そのうち死殻試
料のみが採集されたのは 31種であった（表 15）。
生貝もしくは比較的保存状態の良い死殻が得られ
たが，同定できなかった試料も少なからず存在す
る。これらの試料の同定は今後の課題とする。

棘皮動物門　ウニ綱（Echinoidea）　幸塚 久典　
（表 19）
本調査航海では，暫定的に 6目 12科 17種のウ

ニ類が確認され，そのうち 11種が同定された。
今回得られた種の多くは，すでに同海域で報告さ
れている種であった 14, 15）。しかしながら，小型の
個体や状態が悪い標本については種までの同定が
できない場合もあったため，追加標本の採集が望
まれる。種同定された 11種のうちクモガゼ
Aspidodiadema tonsum A. Agassiz, 1879以外の種は，
すでに相模湾から報告されている種であった 83）など。

棘皮動物門　ナマコ綱（Holothuroidea）　小川 

晟人（表 20）
本調査航海では， 5目 11科 20種のナマコ類が

確認された（表 20）。本調査航海では日本周辺か
ら初めて報告された種として，イモナマコ属の一
種Molpadia andamanensis（Walsh, 1891），ケハダナ
マコ属の一種 Thyone pohaiensis Liao, 1986の 2種が
確認された 84）。また，既知の日本産種の中でも，
熊野灘周辺海域で初めて生息が確認された種とし
て，鹿児島湾から知られるトゲイカリナマコ属の
一種 Protankyra kagoshimensis Ohshima, 1915，北海
道沿岸から知られるイチレツナマコ Chiridota 

uniserialis Fisher, 1907が確認された 85）。熊野灘海
域が日本沿岸の南方及び北方の双方に分布域をも
つ種が混ざり合って生息することで高い多様性を
包含している可能性が示唆された。本調査航海で
採集された標本の中には，体の一部を欠損した標
本や，未成熟の標本のみしか得られなかった種も
含まれており，正確な種同定のためは今後追加標
本の採集を含めた研究が必要と考えられる。
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要　約

三重大学練習船勢水丸の 2023年の研究航海で
実施した深海動物相調査について予備的な結果を
報告する。この調査には，多様な動物門の分類学
と生態学の研究者 13名が参加した。調査は三重
県熊野灘沖の水深 101–802mにおいて，ビームト
ロールとドレッジを用いて行われた。節足動物，
扁形動物，軟体動物，環形動物，棘皮動物，刺胞
動物，紐形動物を含むメガベントス，マクロベン
トス，メイオベントスの 12動物門が採集された。
各地点に出現した動物門の数は 3から 10動物門
であった。動物門において最も多様性の高かった
地点は St.16D（水深 99–105m，砂礫底）であった。
メイオベントスは，扁形動物，節足動物の他，動
吻動物，鰓曳動物，胴甲動物，線形動物，緩歩動
物が確認された。自由生活種に加え，八放サンゴ
に共生する腹足類や環形動物，十脚類に寄生また
は共生する等脚類や端脚類も採集された。本論文
では刺胞動物門八放サンゴ綱，扁形動物門多岐腸
目，紐形動物門，環形動物門多毛類，メイオベン
トス全般，節足動物門等脚目，口脚目，十脚目と
その寄生・共生甲殻類，軟体動物門，棘皮動物門
ウニ綱，ナマコ綱に関する概要および注目すべき
点を列記した。
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図 1. No. 2312航海における調査地点
数字は調査地点，D：ドレッジ，B：ベントスネット，等深線は水深（m）．
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図 2. No. 2312航海で採集された刺胞動物門八放サンゴ綱の一部
［1］Callogorgia sp.（St.2D），［2］Corallidae sp.（St.5D），［3］トゲウミサボテン（St.8B），
［4］Funiculina sp.（St.8B），［5］Radicipes sp.（St.10B），［6］Pseudumbellulidae sp.（St.11D），
［7］Distichoptilum sp.（St.12B），［8］Pennatula cf. phosphorea（St.12B），［9］Chrysogorgia 

sp.（St.16D）
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図 3. No. 2312航海で採集された刺胞動物門スナギンチャク目の一部
［1］Epizoanthus sp.（St.16D），［2］Epizoanthus sp.（St.16D），［3］Parazoanthus sp.（St.16D）

図 4. No. 2312航海で採集された扁形動物門多岐腸類の一部
［1］Acotylea sp.（St. 7B），［2］Prosthiostomidae sp. 1（St. 16D）．
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図 5. No. 2312航海で採集された紐形動物門の一部
［A］Monostilifera sp. 1（St. 2D），［B］Monostilifera sp. 1 （St. 2D），［C］Monostilifera 

sp. 4 （St. 9D），［D］Lineidae sp. 4 （St. 16D），［E］Oerstediidae sp. （St. 16D），［F］
Monostilifera sp. 5 （St. 16D），［G］Nipponnemertes sp. （St. 16D），［H］Nipponnemertes jambio 

（St. 16D）

図 6. No. 2312航海で採集された環形動物門多毛類の一部
［A］Amphictene sp.（St. 2D），［B］Polyodontes sp.（St. 3D），［C］Terebellidae sp. （St. 

14D），［D］Dorvillea sp.（St. 3D），［E］Endomyzostoma deformator（St. 5D），［F］八放サン
ゴに共生する Polynoidae sp.（St. 16D）
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図 7. No. 2312航海で採集された胴甲動物門の一部
［A］Rugiloricus sp.の成体（St. 8B），［B］Wataloricus sp.のヒギンズ幼生（St. 8B），［C］
Urnaloricus sp.のヒギンズ幼生（St. 7B）．

図 8. No. 2312航海で採集された節足動物門ウミナナフシ類の一部
［1］サンカクアシタラズウミナナフシ Deltanthura palpus（St. 4D），［2］サガミスナウミナ
ナフシ Cyathura sagamiensis（St. 6D），［3］タマゴハラナガウミナナフシ Kupellonura tamago

（St. 6D）．スケール 5 mm．

c
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図 9.  No. 2312航海で採集されたオヒロシャコ科の一種と思われるシャコ類（St.3D）
の右捕脚（第 2顎脚）

図 10. No. 2312航海で採集された十脚目甲殻類の一部
［1］スベスベオトヒメエビ属の一種 Odontozona sp.（St.13D），［2］Discias sp.（St.2D），［3］
ミツイボコブシ Toru trituberculatus（St.10B）
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図 11. No. 2312航海で採集された十脚目甲殻類の一部とその共生生物
［4］ヨコヤホンヤドカリ Propagurus obtusifrons（St.10B），［5］［4］の個体表面から採集された未同
定端脚類，縮尺不明，［6］ケスジヤドカリ Dardanus arrosor（St.7B），［7］［6］の個体表面から採
集されたトゲヨコエビ科の一種，［8］ビワガニ Lyreidus tridentatus, エビヤドリムシ科等脚類寄生
（St.9D），［9］メダカガニ Neogoneplax renoculis, エビヤドリムシ科等脚類寄生（St.15D）．

図 20. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］タルガタハダカカメガイ（St.13D），［2］Halgerda sp.（St.12B）
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図 12. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］ヒラソデガイ（St.16D），［2］ソウヨウミミエガイ（St.16D），［3］ワタゾコエガイ（St.9D），
［4］チョビヒゲミミエガイ（St.16D），［5］ヒヨクガイ（死殻；St.13D），［6］ワタゾコモ
シオ（St.16D），［7］ニッポンオトヒメゴコロ（St.12B），［8］ヒシオトヒメゴコロ（St.9D），
［9］ヒロカタビラガイ（St.16D），［10］リュウグウハゴロモ（St.6D），［11］ムツキウメ
ノハナ（St.3D），［12］アサヒザル（a:St.2D, b:St.16D），［13］ウンモザル（St.15D）
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図 13. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］オヨギシタダミ（St.3D），［2］シロガネシタダミ（St.8D），［3］シロガネシタダミ近
似種（St.12B），［4］コシダカシタダミ（St.3D），［5］ハズレシタダミ（St.4D），［6］ノ
ムラヒメニナ（St.12B），［7］ウラウズカニモリ（St.12B），［8］コンボウカニモリ（死殻；
St.16D），［9］サガミオリイレシラタマ（St.10B），［10］キザミタマツメタ近似種（St.12B），
［11］トガリイトカケ（死殻；St.12B），［12］サガミイトカケ（死殻；St.6D），［13］カセ
イトカケ（死殻；St.16D）
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図 14. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］シズクケボリ（St.6D），［2］ワカヤマキヌヅツミ（St.1D），［3］a: タマゴボラ（St.12B），
b:（死殻：遠州灘産），c: Oocorys leejungi（死殻：台湾産），d: ヘソアキタマゴボラ（台湾産）
［4］a, b:ヒラセウネボラ（St.16B），c, d: Gyrineum sp.（フィリピン産），［5］ビロードゴ
ロモ（死殻；St.16D），［6］コトクサバイ（St.16D），［7］ダテトクサバイ（死殻；
St.16D）
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図 15. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］マルネジヌキヨフバイ（和名新称） a:殻，b:殻頂部（死殻；St.16D），［2］ネジヌキ
ヨフバイ（和名新称） a:殻，b:殻頂部（フィリピン産），［3］オオハナムシロ（St.2D），［4］
シコロムシロ（死殻；St.16D）
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図 16. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］チビマルムシロ a:殻，b:殻頂部（死殻；St. 6D），［2］ワタゾコムシロ a:殻，b:殻頂
部，c:蓋（St.12B），［3］ハベワタゾコムシロ（和名新称）a:殻，b:殻頂部，c:蓋（St.12B），
d:殻（遠州灘産）
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図 17. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］トクガワヒメヨウラク（死殻；St.16D），［2］オトヒメサンゴヤドリ（St.16D），［3］
チジワサンゴヤドリ（St.16D），［4］アミメツクシ（St.16D），［5］アラタエフデ（死殻；
St.16D），［6］ワダツミイトマキフデ（St.3B），［7］ウラシマボタル（死殻；St.16D），［8］
a:ウスイロスジボラ（死殻；St.16D）， b:（死殻：大王崎沖産），［9］a:スジボラ（館山市
沖産）， b:（死殻：沼津市沖産）
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図 18. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］ニシキヒタチオビ（St.8B），［2］ヒナヒタチオビ（St.12B），［3］ミウライモ（死殻；
St.16D），［4］レンガマキイモ（St.16D），［5］ユメイモ（死殻；St.15D），［6］a:シャジ
ク（死殻；St.15D），b:（遠州灘産）［7］Nannodiella acricula（St.3D），［8］チャイロコウ
シツブ（死殻；St.16D），［9］オトヒメコトツブ（St.3D），［10］スイヒツシャジク（死殻；
St.16D），［11］チャイロカドクダマキ（St.12B）
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図 19. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］イササヌノメギリ（St.16D），［2］フトギリ（St.13D），［3］タビガサグルマ（死殻；
St.16D），［4］オドロナワメグルマ（死殻；St.3D），［5］クリイロナワメグルマ a:殻，b:

軟体部（St.16D），［6］シカクウズマキグルマ（死殻；St.6D），［7］ブドウノタネガイ（死
殻；St.6D）
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表 3．No. 2312航海で確認された刺胞動物門八放サンゴ綱リスト（同定者　櫛田 優花）

目 科 種 和名 採集地点 備考
Scleralcyonacea Primnoidae Primnoidae sp. オオキンヤギ科の一種 St. 1D

Scleralcyonacea Primnoidae Callogorgia sp. ウミヒバ属の一種 St. 2D 図 2－ 1

Scleralcyonacea Chrysogorgiidae Chrysogorgiidae sp. キンヤギ科の一種 St.4D

Scleralcyonacea Chrysogorgiidae Chrysogorgia sp. キンヤギ属の一種 St.4D

Scleralcyonacea - Pennatuloidea sp. ウミエラ上科の一種 St.4D 群体損傷

Scleralcyonacea Corallidae sp. Corallidae sp. サンゴ科の一種 St. 5D
図 2－ 2, McFadden et al. (2022)
以前では Paragorgiidae sp.

Scleralcyonacea Primnoidae Plumarella sp. ウミハネウチワ属の一種 St. 5D

Scleralcyonacea Primnoidae Primnoidae sp. オオキンヤギ科の一種 St. 5D

Scleralcyonacea Chrysogorgiidae Chrysogorgiidae sp. キンヤギ科の一種 St. 5D

Scleralcyonacea Chrysogorgiidae Chrysogorgia sp. キンヤギ属の一種 St. 5D

Malacalcyonacea - Malacalcyonacea spp. 軟八放サンゴ目の複数種 St. 5D

Scleralcyonacea Funiculinidae Funiculina sp. ムチウミサボテン属の一種 St. 6D

Malacalcyonacea - Malacalcyonacea sp. 軟八放サンゴ目の一種 St. 6D

Scleralcyonacea Echinoptilidae Echinoptilum macintoshi トゲウミサボテン St. 7B

Scleralcyonacea Funiculinidae Funiculina sp. ムチウミサボテン属の一種 St. 7B

Malacalcyonacea - Malacalcyonacea sp. 軟八放サンゴ目の一種 St. 7B

Scleralcyonacea Pennatulidae Pennatula fimbriata フトウミエラ St. 8B

Scleralcyonacea Pennatulidae Pennatula sp. ウミエラ属の一種 St. 8B

Scleralcyonacea Funiculinidae Funiculina sp. ムチウミサボテン属の一種 St. 8B

Scleralcyonacea Echinoptilidae Echinoptilum macintoshi トゲウミサボテン St. 8B 図 2－ 3

Scleralcyonacea Chrysogorgiidae Radicipes sp. デンセンヤギ属の一種 St. 10B 図 2－ 5

Scleralcyonacea Pennatulidae Pennatula fimbriata フトウミエラ St. 10B

Scleralcyonacea Pseudumbellulidae Pseudumbellulidae sp. Pseudumbellulidaeの一種 St. 11D 図 2－ 6

Scleralcyonacea Pennatulidae Pennatula cf. phosphorea ヒカリウミエラの近似種 St. 12B 図 2－ 8

Scleralcyonacea Protoptilidae Distichoptilum sp. Distichoptilumの一種 St. 12B 図 2－ 7

Scleralcyonacea Protoptilidae Distichoptilum sp. Distichoptilumの一種 St.13D

Scleralcyonacea - Scleralcyonacea spp. 硬八放サンゴ目の複数種 St.13D

Malacalcyonacea - Malacalcyonacea spp. 軟八放サンゴ目の複数種 St.13D

Scleralcyonacea Pennatulidae Pennatula fimbriata フトウミエラ St. 16D

Scleralcyonacea Chrysogorgiidae Chrysogorgia sp. キンヤギ属の一種 St. 16D 図 2－ 9

Scleralcyonacea - Scleralcyonacea spp. 硬八放サンゴ目の複数種 St. 16D

Malacalcyonacea - Malacalcyonacea spp. 軟八放サンゴ目の複数種 St. 16D

表 5．No.2312航海で確認された扁形動物門多岐腸目リスト（同定者　露木 葵唯）

亜目 科 種 和名 採集地点 備考
Cotylea Prosthiostomidae Prosthiostomidae sp. 1 ホソヒラムシ科の一種 1 St. 2D 未成熟個体
Cotylea Prosthiostomidae Prosthiostomidae sp. 2 ホソヒラムシ科の一種 2 St. 2D 破損個体

Acotylea - - 無吸盤亜目の一種 1 St. 7B
図 4－ 1, 未成熟個体 ,
沈木より回収

Acotylea Euplanidae Taenioplana sp. タエニオプラナ属の一種 St. 7B 沈木より回収
Cotylea Prosthiostomidae Prosthiostomidae sp. 1 ホソヒラムシ科の一種 1 St. 16D 図 4－ 2

Acotylea - - 無吸盤亜目の一種 2 St. 16D 未成熟個体

表 4．No. 2312航海で確認された刺胞動物門スナギンチャク目リスト（同定者　喜瀬 浩輝）

目 科 種 和名 採集地点 備考
Zoantharia Epizoanthidae Epizoanthus sp. ヤドリスナギンチャク属の一種 St. 16D 図 3－ 1

Zoantharia Epizoanthidae Epizoanthus sp. ヤドリスナギンチャク属の一種 St. 16D 図 3－ 2

Zoantharia Parazoanthidae Parazoanthus sp. センナリスナギンチャク属の一種 St. 16D 図 3－ 3
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表 6．No. 2312航海で確認された紐形動物（同定者　波々伯部 夏美）

科 種 和名 採集地点 備考
Unidenitified Monostilifera sp. 1 単針目の一種 St. 2D 図 5－ A, B

Unidenitified Monostilifera sp. 2 単針目の一種 St. 2D

Unidenitified Palaeonemertea sp. 1 古紐虫綱の一種 St. 3D

Lineidae Lineidae sp. 1 リネウス科の一種 St. 3D

Lineidae Lineidae sp. 2 リネウス科の一種 St. 4D

Unidenitified Palaeonemertea sp. 2 古紐虫綱の一種 St. 5D

Unidenitified Palaeonemertea sp. 3 古紐虫綱の一種 St. 5D

Unidenitified Monostilifera sp. 3 単針目の一種 St. 5D

Hubrechtellidae Hubrechtella sp. イイジマヒモムシ属の一種 St. 6D

Lineidae Lineidae sp. 3 リネウス科の一種 St. 6D

Unidenitified Monostilifera sp. 4 単針目の一種 St. 9D 図 5－ C

Lineidae Lineidae sp. 4 リネウス科の一種 St. 16D 図 5－ D

Oerstediidae Oerstediidae sp. ボタンヒモムシ科の一種 St. 16D 図 5－ E

Tetrastemmatidae Tetrastemma sp. テトラステマ属の一種 St. 16D

Unidenitified Monostilifera sp. 5 単針目の一種 St. 16D 図 5－ F

Cratenemertidae Nipponnemertes sp. ニッポンネメルテス属の一種 St. 16D 図 5－ G

Cratenemertidae Nipponnemertes jambio ジャンビオオメンヒモムシ St. 16D 図 5－ H

Lineidae Lineidae sp. 5 リネウス科の一種 St. 12B

Lineidae Lineidae sp. 6 リネウス科の一種 St. 12B

Valenciniidae Cephalomastax sp. セファロマスタクス属の一種 St. 12B

表 7．No. 2312航海で確認された環形動物門リスト（同定者　下岡 敏士・自見 直人）

科 種 和名 採集地点 備考
Eunicidae Eunice fauchaldi フォーカルトイソメ St.2D

Eunicidae Lysidice sp. Lysidice属の一種 St.2D

Nephtyidae Nephtys sp. Nephtys属の一種 St.2D

Oenonidae Oenone sp. Oenone属の一種 St.2D

Lumbrineridae Eranno sp. Eranno属の一種 St.2D

Terebellidae Nicolea sp. Nicolea属の一種 St.2D

Syllidae - シリス科の一種 St.2D

Orbiniidae Leitoscoloplos sp. Leitoscoloplos属の一種 St.2D

Spionidae - スピオ科の一種 St.2D

Chrysopetalidae - タンザクゴカイ科の一種 St.2D

Pectinariidae Amphictene sp. Amphictene属の一種 St.2D 図 6－ A

Acoetidae Polyodontes sp. Polyodontes属の一種 St.3D 図 6－ B

Dorvilleidae Dorvillea sp. Dorvillea属の一種 St.3D 図 6－ D

Sigalionidae Sigalion sp. Sigalion属の一種 St.3D

Nephtyidae Nephtys sp. Nephtys属の一種 St.3D

Nephtyidae Aglaophamus sp. Aglaophamus属の一種 St.3D

Glyceridae Glycera sp. Glycera属の一種 St.3D

Goniadidae - ニカイチロリ科の一種 St.3D

Pectinariidae Amphictene sp. Amphictene属の一種 St.3D

Onuphidae Onuphis iriei イリエイソメ St.3D

Spionidae - スピオ科の一種 St.3D

Poecilochaetidae Poecilochaetus granulatus コブトックリゴカイ St.3D

Eunicidae Paucibranchia sp. Paucibranchia属の一種 St.3D

Serpulidae Ditrupa gracillima ツノガイダマシ St.3D

Phyllodocidae Phyllodoce sp. Phyllodoce属の一種 St.3D

Opheliidae Ophelia sp. Ophelia属の一種 St.3D

Sigalionidae - ノラリウロコムシ科の一種 St.3D

Glyceridae Glycera sp. Glycera属の一種 St.4D

Nereididae Nereis sp. Nereis属の一種 St.4D

Lumbrineridae Scoletoma sp. Scoletoma属の一種 St.4D

Dorvilleidae Schistomeringos sp. Schistomeringos属の一種 St.4D

Eunicidae Eunice sp. Eunice属の一種 St.4D

Syllidae - シリス科の一種 St.4D

Sabellariidae Lygdamis sp. Lygdamis属の一種 St.4D

Euphrosinidae - ケハダウミケムシ科の一種 St.4D
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科 種 和名 採集地点 備考
Poecilochaetidae Poecilochaetus sp. Poecilochaetus属の一種 St.4D

Nereididae Nicon cf. moniloceras ゴマフゴカイ？ St.4D 感触手が欠損
Phyllodocidae - サシバゴカイ科の一種 St.4D

Orbiniidae - ホコサキゴカイ科の一種 St.4D

Syllidae - シリス科の一種 St.4D

Onuphidae Hyalinoecia sp. Hyalinoecia属の一種 St.4D

Phyllodocidae Eumida sp. Eumida属の一種 St.4D

Eunicidae Paucibranchia sp. Paucibranchia属の一種 St.5D

Terebellidae Thelepus sp. Thelepus属の一種 St.5D

Cirratulidae - ミズヒキゴカイ科の一種 St.5D

Sabellidae - ケヤリムシ科の一種 St.5D

Glyceridae Glycera sp. Glycera属の一種 St.5D

Maldanidae - タケフシゴカイ科の一種 St.5D

Iphioniidae Iphione sp. Iphione属の一種 St.5D

Eunicidae Eunice sp. Eunice属の一種 St.5D

Eunicidae Eunice fauchaldi フォーカルトイソメ St.5D

Amphinomidae Chloeia sp. Chloeia属の一種 St.5D

Endomyzostomidae Endomyzostoma deformator Endomyzostoma属の一種 St.5D 図 6－ E

Eunicidae Eunice sp. Eunice属の一種 St.6D

Nereididae Nicon sp. Nicon属の一種 St.6D

Sigalionidae - ノラリウロコムシ科の一種 St.6D

Spionidae Spiophanes sp. Spiophanes属の一種 St.6D

Terebellidae - フサゴカイ科の一種 St.6D

Poecilochaetidae Poecilochaetus sp. Poecilochaetus属の一種 St.6D

Onuphidae Onuphis sp. Onuphis属の一種 St.6D

Capitellidae - イトゴカイ科の一種 St.6D

Lumbrineridae Lumbrineris sp. Lumbrineris属の一種 St.6D

Terebellidae Loimia sp. Loimia属の一種 St.6D

Terebellidae - フサゴカイ科の一種 St.6D

Sternaspidae Sternaspis sp. Sternaspis属の一種 St.6D

Amphinomidae Chloeia sp. Chloeia属の一種 St.7B

Sigalionidae Sigalion sp. Sigalion属の一種 St. 8B

Sphaerodoridae Sphaeropsis sp. Sphaeropsis属の一種 St. 8B

Onuphidae Hyalinoecia sp. Hyalinoecia属の一種 St. 8B

Lumbrineridae Scoletoma sp. Scoletoma属の一種 St.9D

Paralacydoniidae Paralacydonia sp. Paralacydonia属の一種 St.9D

Onuphidae Nothria sp. Nothria属の一種 St.9D

Goniadidae Goniada sp. Goniada属の一種 St.9D

Maldanidae タケフシゴカイ科の一種 St.9D

Sternaspidae Sternaspis sp. Sternaspis属の一種 St.9D

Lumbrineridae Lumbrineris sp. Lumbrineris属の一種 St.9D

Flabelligeridae Diplocirrus seisuiae セイスイコンボウハボウキ St.9D

Onuphidae Anchinothria cirrobranchiata クシエライソメ St.10B

Ampharetidae - カザリゴカイ科の一種 St.10B

Phyllodocidae - ウキゴカイ族の一種 St.10B

Nereididae Nereis sp. Nereis属の一種 St.12B

Polynoidae - ウロコムシ科の一種 St.12B

Amphinomidae Chloeia sp. Chloeia属の一種 St.12B

Trichobranchidae Terebellides sp. Terebellides属の一種 St.12B

Terebellidae - フサゴカイ科の一種 St.12B

Cirratulidae Chaetozone sp. Chaetozone属の一種 St.12B

Onuphidae Hyalinoecia cf. abranchiata エラナシイソメ？ St.12B

Pectinariidae - ウミイサゴムシ科の一種 St.12B

Goniadidae - ニカイチロリ科の一種 St.12B

Oenonidae Oenone sp. Oenone属の一種 St.12B

Syllidae - シリス科の一種 St.12B

Ampharetidae - カザリゴカイ科の一種 St.12B

Orbiniidae - ホコサキゴカイ科の一種 St.12B

Onuphidae - ナナテイソメ科の一種 St.12B

Fauveliopsidae Fauveliopsis sp. Fauveliopsis属の一種 St.12B

Terebellidae Lysilla sp. Lysilla属の一種 St.12B

Amphinomidae Benthoscolex seisuiae セイスイミツオネウミケムシ St.12B 肉冠が未発達の小型個体
Aphroditidae Aphrodita goolmarris クリゲコガネウロコムシ St.12B

Aphroditidae Aphrodita sp. Aphrodita属の一種 St.12B
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科 種 和名 採集地点 備考
Aphroditidae Laetmonice japonica ニホンウロコムシ St.12B

Sigalionidae Neopsammolyce sp. Neopsammolyce属の一種 St.13D

Terebellidae Loimia sp. Loimia属の一種 St.13D

Eunicidae Leodice sp. Leodice属の一種 St.13D

Onuphidae Onuphis sp. Onuphis属の一種 St.13D

Eunicidae Eunice sp. Eunice属の一種 St.13D

Phyllodocidae Eumida sp. Eumida属の一種 St.13D

Terebellidae - フサゴカイ科の一種 St.13D

Phyllodocidae Phyllodoce sp. Phyllodoce属の一種 St.13D

Chaetoptelidae Spiochaetopterus sp. Spiochaetopterus属の一種 St.14D

Oenonidae Arabella sp. Arabella属の一種 St.14D

Terebellidae - フサゴカイ科の一種 St.14D 図 6－ C

Sigalionidae Neopsammolyce sp. Neopsammolyce属の一種 St.15D

Nephtyidae Aglaophamus sp. Aglaophamus属の一種 St.15D

Terebellidae Loimia sp. Loimia属の一種 St.15D

Oenonidae Drilonereis sp. Drilonereis属の一種 St.15D

Onuphidae Onuphis iriei イリエイソメ St.15D

Paralacydoniidae Paralacydonia sp. Paralacydonia属の一種 St.15D

Onuphidae Onuphis sp. Onuphis属の一種 St.15D

Terebellidae - フサゴカイ科の一種 St.16D

Amphinomidae Pherecardites kohtsukai コウツカエラウミケムシ St.16D

Terebellidae Thelepus sp. Thelepus属の一種 St.16D

Nephtyidae Aglaophamus sp. Aglaophamus属の一種 St.16D

Glyceridae Glycera sp. Glycera属の一種 St.16D

Sabellidae - ケヤリムシ科の一種 St.16D

Nereididae - ゴカイ科の一種 St.16D

Eunicidae Leodice sp. Leodice属の一種 St.16D

Eunicidae Eunice sp. Eunice属の一種 St.16D

Onuphidae Nothria sp. Nothria属の一種 St.16D

Phyllodocidae - サシバゴカイ科の一種 St.16D

Capitellidae - イトゴカイ科の一種 St.16D

Nereididae Nicon moniloceras ゴマフゴカイ St.16D

Syllidae Trypanosyllis sp. Trypanosyllis属の一種 St.16D

Syllidae - シリス科の一種 St.16D

Terebellidae Lysilla sp. Lysilla属の一種 St.16D

Oenonidae Drilonereis sp. Drilonereis属の一種 St.16D

Lumbrineridae Eranno sp. Eranno属の一種 St.16D

Onuphidae Paradiopatra sp. Paradiopatra属の一種 St.16D

Ampharetidae - カザリゴカイ科の一種 St.16D

Paralacydoniidae Paralacydonia sp. Paralacydonia属の一種 St.16D

Eunicidae Paucibranchia sp. Paucibranchia属の一種 St.16D

Onuphidae Onuphis sp. Onuphis属の一種 St.16D

Serpulidae - カンザシゴカイ科の一種 St.16D

Goniadidae - ニカイチロリ科の一種 St.16D

Pilargidae Synelmis sp. Synelmis属の一種 St.16D

Hesionidae Leocratides kimuraorum キムラハナカゴオトヒメゴカイ St.16D

Phyllodocidae Phyllodoce sp. Phyllodoce属の一種 St.16D

Amphinomidae Chloeia sp. Chloeia属の一種 St.16D

Aphroditidae Hermionopsis sp. Hermionopsis属の一種 St.16D

Polynoidae - ウロコムシ科の一種 St.16D 図 6－ F

Sigalionidae - ノラリウロコムシ科の一種 St.16D

Scalibregmatidae Scalibregma sp. Scalibregma属の一種 St.16D

Chrysopetalidae Bhawania sp. Bhawania属の一種 St.16D

Nereididae Hediste diadroma ヤマトカワゴカイ 伊勢湾 停泊中 34.6271405N
136.574177E 生殖型

Nereididae Nectoneanthes oxypoda オウギゴカイ 伊勢湾 停泊中 34.6271405N
136.574177E 生殖型
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表 9．No.2312で確認された節足動物門鋏角亜門皆脚目リスト（同定者　松下 拓輝）

表 10．No.2312航海で確認された節足動物門甲殻亜門等脚目リスト（同定者　白木 祥貴）

目 科 種 和名 採集地点 備考
Pantopoda Nymphonidae Nymphonidae sp. ユメムシ科の一種 St. 4D

Pantopoda Phoxichilidiidae Phoxichilidiidae sp. ホソウミグモ科の一種 St. 4D ♂
Pantopoda Ammotheidae Ammotheidae sp. イソウミグモ科の一種 St. 4D

Pantopoda Colossendeidae Colossendeidae sp. オオウミグモ科の一種 St. 4D

Pantopoda Ascorhynchidae Ascorhynchidae sp. トックリウミグモ科の一種 St. 4D

Pantopoda Nymphonidae Nymphonidae sp. ユメムシ科の一種 St. 5D

Pantopoda Phoxichilidiidae Phoxichilidiidae sp. ホソウミグモ科の一種 St. 5D ♀
Pantopoda Nymphonidae Nymphonidae sp. ユメムシ科の一種 St. 5D

Pantopoda Pycnogonidae Pycnogonidae sp. ヨロイウミグモ科の一種 St. 6D

Pantopoda Pycnogonidae Pycnogonidae sp. ヨロイウミグモ科の一種 St. 8B

Pantopoda Nymphonidae Nymphonidae sp. ユメムシ科の一種 St.10B

Pantopoda Nymphonidae Nymphonidae sp. ユメムシ科の一種 St. 12B

Pantopoda Colossendeidae Colossendeidae sp. オオウミグモ科の一種 St. 12B

Pantopoda Phoxichilidiidae Phoxichilidiidae sp. ホソウミグモ科の一種 St. 16D ♂

亜目 科 種 和名 採集地点 備考
Cymothoida Anthuridae Anthuridae sp. スナウミナナフシ科の一種 St. 2D

Asellota Asellota spp. ミズムシ亜目の複数種 St. 3D

Cymothoida Gnathiidae Gnathiidae sp. ウミクワガタ科の一種 St. 3D

Asellota Asellota sp. ミズムシ亜目の一種 St. 4D

Cymothoida Paranthuridae Deltanthura palpus サンカクアシタラズウミナナフシ St. 4D 図 8－ 1

Cymothoida Cymothooidea sp. ウオノエ上科の一種 St. 4D

Valvifera Valvifera spp. ヘラムシ亜目の複数種 St. 4D

Asellota Asellota spp. ミズムシ亜目の複数種 St. 5D

Cymothoida Paranthuridae Deltanthura palpus サンカクアシタラズウミナナフシ St. 5D

Cymothoida Paranthuridae Paranthuridae sp. ウミナナフシ科の一種 St. 5D

Cymothoida Cymothooidea sp. ウオノエ上科の一種 St. 5D

Cymothoida Anthuridae Cyathura sagamiensis サガミスナウミナナフシ St. 6D 図 8－ 2

Cymothoida Hyssuridae Kupellonura tamago タマゴハラナガウミナナフシ St. 6D 図 8－ 3

Asellota Asellota spp. ミズムシ亜目の複数種 St. 7B

Cymothoida Gnathiidae Gnathiidae sp. ウミクワガタ科の一種 St. 7B 幼生
Epicaridea Epicaridea sp. ヤドリムシ亜目の一種 St. 7B クリプトニスクス幼生
Asellota Asellota sp. ミズムシ亜目の一種 St. 8B

Cymothoida Gnathiidae Gnathiidae sp. ウミクワガタ科の一種 St. 8B 幼生
Epicaridea Epicaridea sp. ヤドリムシ亜目の一種 St. 8B クリプトニスクス幼生
Valvifera Valvifera sp. ヘラムシ亜目の一種 St. 8B

Cymothoida Cymothooidea sp. ウオノエ上科の一種 St. 9D

Cymothoida Anthuridae Anthuridae spp. スナウミナナフシ科の複数種 St. 12B

Cymothoida Hyssuridae Kupellonura tamago タマゴハラナガウミナナフシ St. 12B

Valvifera Valvifera sp. ヘラムシ亜目の一種 St. 12B

Asellota Asellota sp. ミズムシ亜目の一種 St. 16D

Cymothoida Anthuridae Anthuridae spp. スナウミナナフシ科の複数種 St. 16D

Cymothoida Anthuroidea sp. ウミナナフシ上科の一種 St. 16D

Cymothoida Hyssuridae Hyssuridae sp. ハラナガウミナナフシ科の一種 St. 16D

Cymothoida Cymothooidea sp. ウオノエ上科の一種 St. 16D

Cymothoida Gnathiidae Gnathiidae sp. ウミクワガタ科の一種 St. 16D
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亜目 上科 科 学名 和名 採集地点
Apseudomorpha Apseudoidea Apseudidae - Apseudidaeの一種 St. 2D

Apseudomorpha Apseudoidea Sphyrapodidae Pseudosphyrapus cf. quintolongus St. 3D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Akanthophoreidae Chauliopleona sp. Chauliopleonaの一種 St. 3D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptocheliidae Chondrochelia sublitoralis ツツソデタナイス St. 3D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptocheliidae Mesotanais sp. Mesotanaisの一種 St. 3D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Tanaellidae Tanaella sp. Tanaellaの一種 St. 3D

Tanaidomorpha Paratanaoidea - - Paratanaoideaの複数種 St. 3D

Apseudomorpha Apseudoidea Apseudidae - Apseudidaeの一種 St. 4D

Apseudomorpha Apseudoidea Sphyrapodidae Pseudosphyrapus cf. quintolongus 和名なし St. 4D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Typhlotanaidae - クラヤミタナイス科の一種 St. 4D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Pseudotanaidae - Pseudotanaidaeの一種 St. 4D

Tanaidomorpha Paratanaoidea - - Paratanaoideaの一種 St. 4D

Apseudomorpha Apseudoidea Apseudidae - Apseudidaeの一種 St. 5D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Agathotanaidae Agathotanais sp. クビレタナイス属の一種 St. 5D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Akanthophoreidae Chauliopleona sp. Chauliopleonaの一種 St. 5D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Pseudotanaidae - Pseudotanaidaeの一種 St. 7B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Tanaellidae Araphura sp. Araphuraの一種 St. 7B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptocheliidae - ホソツメタナイス科の一種 St. 8B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Typhlotanaidae - クラヤミタナイス科の一種 St. 8B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Agathotanaidae Paranarthrura sp. Paranarthruraの一種 St. 9D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Agathotanaidae Paragathotanais sp. Paragathotanaisの一種 St. 10B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Agathotanaidae Paranarthrura sp. Paranarthruraの一種 St. 10B

Tanaidomorpha Paratanaoidea - - Paratanaoideaの一種 St. 10B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Akanthophoreidae Parakanthophoreus (?) sp. Parakanthophoreus (?) の一種 St. 12B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Pseudotanaidae - Pseudotanaidaeの一種 St. 12B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Tanaopsidae Tanaopsis sp. Tanaopsisの一種 St. 12B

Tanaidomorpha Paratanaoidea - - Paratanaoideaの一種 St. 12B

Apseudomorpha Apseudoidea Apseudidae - Apseudidaeの一種 St. 16D

Apseudomorpha Apseudoidea Parapseudidae - Parapseudidaeの一種 St. 16D

Apseudomorpha Apseudoidea Sphyrapodidae Pseudosphyrapus cf. quintolongus 和名なし St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptocheliidae Chondrochelia sublitoralis ツツソデタナイス St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptocheliidae Mesotanais sp. Mesotanaisの一種 St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptocheliidae - ホソツメタナイス科の複数種 St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptognathiidae Leptognathia sp. Leptognathiaの一種 St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Paratanaidae - Paratanaidaeの一種 St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Pseudotanaidae - Pseudotanaidaeの一種 St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Typhlotanaidae - クラヤミタナイス科の一種 St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea - - Paratanaoideaの複数種 St. 16D

種 和名 採集地点
Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 2D

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 3D

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 4D

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 5D

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 6D

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 7B

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 8B

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 9D

Amphipoda sp. 端脚目の一種 St. 10B

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 12B

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 16D

種 和名 採集地点
Cumacea sp. クーマ目の一種 St. 2D

Cumacea spp. クーマ目の複数種 St. 3D

Cumacea sp. クーマ目の一種 St. 4D

Cumacea sp. クーマ目の一種 St. 5D

Cumacea spp. クーマ目の複数種 St. 7B

Cumacea spp. クーマ目の複数種 St. 8B

Cumacea spp. クーマ目の複数種 St. 10B

Cumacea spp. クーマ目の複数種 St. 12B

Cumacea sp. クーマ目の一種 St. 16D

表 11．No.2312航海で確認された節足動物門甲殻亜門タナイス目リスト（同定者　角井 敬知）

表 12． No.2312航海で確認された節足動物門甲殻亜
門端脚目リスト（同定者　白木 祥貴）

表 13． No.2312航海で確認された節足動物門甲殻亜
門クーマ目リスト（同定者　白木 祥貴）
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チ
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